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事業目的

令和５年度に介護ロボット導入支援補助金を活用して介護ロボットを導入したが、 活用頻度や成果

が十分ではないと感じている神奈川内の介護施設に対し、 個別に助言等の伴走支援を行うことによっ

て、介護ロボットの有効活用を通した生産性向上を目指すこと

支援内容

課題の見える化に関する支援、課題を踏まえた適切な介護ロボットの活用に関する助言、職員に対す

る研修等の実施に関する助言、介護ロボット導入による効果の把握、取り組みの見直しに関する助言

支援対象

2施設（神奈川県令和5年度介護ロボット補助金採択施設49事業所から選定）

募集・選定の流れ

 （１）「募集要領」「介護ロボットの活用のための伴走支援」のチラシを49事業所へメールで送信
チラシ内にはアンケートフォームのQRコードを貼付

 （２）アンケートにて伴走支援の希望を聞き取り、希望施設へは個別に事業説明と面談を実施
 （３）アンケート回答結果、面談結果から総合的に判断し決定

令和6年度 神奈川県 介護生産性向上推進事業 概要
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今回の取り組みにおける役割分担
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チーム

モデル施設さま

TRAPE

伴走支援
支援窓口さま

・ 施設として本事業にコミット
・ プロジェクトをやり切って成果を出して頂く
・ 導入成果を次に活かし、さらにチャレンジ

・ ガイドラインに基づく活動ノウハウ提供
・ 成果が出るようにしっかりと伴走支援
   （訪問時に加え、リモートによる随時対応）

・ 本事業における事務局機能
・ 進捗を把握しながらサポート

モデル施設・相談窓口・業務アドバイザーが一つのチームとなり、其々の役割を果たすことで
事業所の現場課題の解決、成果につなげた



テクノロジーの活用に係る伴走支援の考え方
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介護における生産性向上とは、介護の価値を高めること
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職員が
働きがいを感じる

利用者へ
よりよいケアを提供

現場の余力(時間・気持ち)を
生み出す

（定義）介護の価値を高める

現場課題・法人課題

1. 現場におけるマネジメントの構築
（業務棚卸し）

2. 介護ロボット・ICT
テクノロジーの活用など
(介護助手の取組み含む)

アウトカム

アウトプット

生産性向上の
取組みプロセス

課題

職員・利用者の
よりよいコト体験を
アップデートする

自分たちの現状に合った
段階的アプローチを

行っていく

介護=クリエイティブな仕事
だから余力が必要
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取組みに応じて生まれるさまざまな成果
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成果

攻めのDX（足し算的アプローチ）

守りのDX（引き算的アプローチ）

業務オペレーションの効率化・省力化、コスト削減、業務プロセスの見直し・
再設計、デジタルツールの導入など
主に内側（自分たちの業務）へ向けた取組みにおける成果

新しいサービス/ケアの開発・提供、利用者体験視点でのサービスの向上、
新事業への参入や新たなビジネスモデルの創出など
主に外側（顧客）へ向けた取組みにおける成果

定量評価
定性評価

→アウトプットが生み出されやすい

→アウトカムが生み出されやすい
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働きがいの高い現場はさまざまな好循環を生み出す
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よい
ケアを実践

よい
地域評判

よい
経営状況

事業所の思いに
惹かれて

求職者がくる

リファラル
(口コミ)

HP

地域

再投資

人材確保

生産性向上の
取組み

よいマネジメント

「働きやすく、働きがい」がある現場であることが重要

働きやすく
働きがいが高い現場
（定着率UP）
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成果を出すテクノロジーを活用した生産性向上の取組順序
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DX

デジタライ
ゼーション

デジタイ
ゼーション

アナログ
プロセスの
見直し

業務
棚卸し

課題の
見える化

チーム
づくり

（委員会）
経営者の
思い

多様な
働き方

(介護助手)

・

一度「何のために生産性向上(DX)を推進するのか」に立ち返る

そして、自分たちの現状から１つ先を上ることを考える

⚫ バックキャスティングでありたい姿から逆算して考える

⚫ FOMOの罠に陥りそうになった場合は、どうして生産性
向上の取組み・DXを行うのかに立ち返って考えてみる

バックキャスティング

※FOMO：Fear Of Missing Outの略
 「取り残させることへの恐れ」という意味
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生産性向上の取組み(改善活動)のステップ
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ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5 ステップ6

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練り直そう

経営者が
今後の経営と向き合う
（変革への思いをもつ）

プロジェクトを立ち上げる
チームづくり
（委員会）

外部研修を
活用する

取組む場所を決める
（小さく始める）

目的を共有する
（キックオフ）

現場から課題を
多く出してもらう

課題を整理/解釈
因果関係(図)

課題の絞り込み

絞り込んだ課題を
データ検証

改善後を改めて
イメージする

絞り込まれた課題を
可能性に変える道筋を

設計する

小さな行動を
重ねる

Trial＆Error

チームで
取組む

対話を繰り返す

成果/達成度を
確認する

(定量・定性)

振り返りの対話・分析
（うまくいった点）

(うまくいかなかった点)

振り返りの対話・分析を
元にして

次なる改善活動へ

成功の秘訣は準備8割

“要注意”ここからスタートはリスクが高い



伴走支援の進め方について
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伴走支援モデル事業の取組み(改善活動)のステップ
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事業所の成功体験を生み出す 伴走支援を実施
6ヶ月

訪
問

訪
問

✓ チャットやweb会議ツールを使って常にリーダーに寄り添いサポート！（リーダーを孤独にしない！）

✓ モデル事業所の実情にあった伴走支援をカスタマイズ！

✓ ありたい姿の実現のために生産性向上の取組を行うチームづくりをサポートし成果を生み出します！

• 課題ヒアリング
• 取組み方向性確認
• 現場視察
• 活動準備

• 取組み状況の共有
• 今後のすり合わせ
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伴走支援の全体スケジュール
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